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中小企業活性化会議の答申等を踏まえた令和８年度当初予算事業について 

    
 

 

 答申等を踏まえた主な令和８年度当初予算事業                                      

 
令和７年(2025年)１０月２８日に行われた、中小企業活性化会議における審議結果の答申や 

社会経済情勢等を踏まえ、令和８年度は主に以下の事業を予算化し、着実に中小企業等の振興 
を図っていく。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経済政策課 

（千円）

主
な
答
申

事業名 予算額 担当課

1 地域スタートアップ等支援事業 66,800 起業・新産業支援課

拡充

事業名 予算額 担当課

2 事業承継・引継ぎ支援事業 7,200 経済政策課

主
な
答
申

事業名 予算額 担当課

1 熊本地震復興10年物産振興事業 2,000 経済政策課

新規

事業名 予算額 担当課

2 熊本城ＲＥＶＩＶＡＬ２０２６開催事業 60,000 観光政策課

新規

事業名 予算額 担当課

3 観光戦略経費 228,500 観光政策課

拡充

事業名 予算額 担当課

4 中小企業等ＤＸアクセラレーション事業 24,000 経済政策課

・海外の販路開拓について、航空会社と連携し、物産パンフレットを配布するなどの取組が
必要である。
・国内の観光客に対して、文化資源を活用した観光コンテンツに関する情報発信が必要で
ある。
・台湾だけでなく、アジア全体から外国人観光客を呼び込む取組が必要である。
・ＩＴスキルを持つ人材の受入体制を整備するため、経営者がＩＴスキルやＤＸについて理解
を深めるための支援が必要である。

市内中小企業のＤＸを推進するための伴走型支援やＤＸ環境整備助成に要する経費

熊本国際観光コンベンション協会との連携による観光客誘致や本市観光ウェブサイトのリニューア
ル等に要する経費

熊本城を中心とした年間を通した復興イベントの開催等に要する経費

熊本地震から10年を節目とし、航空会社と連携して行う本市の物産品のプロモーションに要する
経費

【１】 「創業・事業承継の促進」　関連

・若者の起業を支援するためには、市のイベント開催だけでなく、他県や海外のビジネスコ
ンテストへの参加支援が必要である。
・事業承継は、長い準備期間を要するため、長期的な伴走支援が必要である。

スタートアップ等の成長段階に応じた伴走型支援やグローバル展開の支援等に要する経費

市内中小企業に対する既存の経営資源を活かした新規事業開発や後継者の支援等に要する経費

【2】 「新たな事業活動の促進」　関連

参考資料 
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主
な
答
申

事業名 予算額 担当課

1 高校生の就職支援事業 1,120 雇用対策課

拡充

事業名 予算額 担当課

2 キャリアマッチ支援事業 18,800 雇用対策課

事業名 予算額 担当課

3 地場企業インターンシップ促進事業 7,000 雇用対策課

事業名 予算額 担当課

4 ＵＩＪターン移住促進雇用対策事業 29,800 雇用対策課

事業名 予算額 担当課

5 中小企業金融対策事業 49,500 商業金融課

熊本連携中枢都市圏内の企業に対するインターンシップ構成支援に要する経費

【3】 「経営基盤の強化」　関連

・優秀な人材の定着を促進するために、企業の魅力に係る情報の発信等の支援を進める
必要がある。
・熊本の雇用情勢に寄与するためには、県外に進学した若者に熊本の魅力を感じてもらう
ための取組が必要である。
・人材を確保するために、低廉な生活コスト等に焦点を当てた情報発信により、大都市等
との差別化を図ることが必要である。
・最低賃金の上昇による影響を受ける事業者に対して、融資を含めた支援が必要である。

高等学校と地場企業との意見交換会開催等に要する経費

熊本連携中枢都市圏内の地場企業に対する合同就職説明会とインターンシップマッチングイベント
開催に要する経費

中小企業向け制度融資に係る保証料の助成や損失補償金

本市へのＵＩＪターン促進のためのサポートデスク運営、広報等に要する経費


